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2009年「ごろり」投稿

Pioneer Work とは何か

S2 藤本栄之助

 こんなテーマでものを書くには、気恥ずかしい年齢になった。しかし、今なお、こんな

表題で書かなければならないような仕事をしているので、書くのである。70 歳代にもなれ
ば、諸兄諸姉は「功成り名を遂げて」穏やかな人生を送っておられるころであろう。わた

しは、往生際が悪いのか、熊本という風土で生まれたから「肥後もっこす」という反逆精

神が旺盛なのか、いやそんなカッコいいことではない、若いころサボっていたから、今ご

ろになって埋め合わせのために急に頑張りだしたのか、いずれにしても、山陰地方の田舎

に篭もって、隠岐の島という、後鳥羽上皇や後醍醐天皇が流刑された島で、新エネルギー

創生の研究開発に携わっている。

 地球温暖化が叫ばれ、石油資源の枯渇が間近かに迫って、バイオマスを利用した新エネ

ルギーの開発はメジロ押しに広がっている。内閣府、農水省および経済産業省などは国税

を基にした補助金をそれらに注ぎ込もうとしている。しかし、わたしに言わせれば、それ

らのテーマは虚構に基づいたものばかりであり、税金の無駄遣いというよりも、国民の血

税を騙し取るサギ行為と指摘したいようないい加減なテーマばかりである。

 アメリカやブラジルのような国土の広い国は、トウモロコシやサトウキビからエタノー

ルというエネルギー素材をすでに製造していて、炭酸ガス排出抑制に貢献しているが、こ

のように食料になり得るものからエネルギーを創生するようになって、中南米や東南アジ

ア、アフリカなどにおいて食糧危機を引き起こしている。

 アメリカのオバマ新大統領は、就任 100 日目の演説を聴く限り、選挙公約を忠実に果た
そうとしている真面目な政治家であるが、かれの掲げる Green New Deal 政策の一部は、
このような愚考を含んだものであることを忘れてはならない。

 国土の狭い日本では、このような食料かエネルギーかという愚かな選択を迫るようなこ

とは許されるものではない。古来、日本は山国であり、そこに産する木材は日本が世界に

誇れる唯一の資源であるといっても過言ではない。その資源を利用しない手はないが、木

材から新エネルギーを創生するプロセスは、トウモロコシやサトウキビを原料にするのに

比べて、２～3ステップ長くなり、その上に硫酸回収という難解なプロセスを伴うから、実
用化が極めて難しいのである。

 日本の近代化学工業は木材化学から出発している。われわれが学んだ宇治分校内に「木

材化学研究所」があったことを記憶しておられるであろう。ここでの研究成果によって、

製紙工場やレーヨン工場が日本で発達したことも事実である。しかし、新たな工業原料と

して、エネルギー源や素原料が石炭から石油へと変遷したことにより、木材化学は隅っこ

に追いやられ、日本の森林業は返り見られることもなく衰退し、廃絶したのである。
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 しかしながら、中東政情の不安定化、石油メジャーによる価格操作に起因する原油高騰、

地球温暖化そして石油資源の枯渇などの問題を抱えたままでは、日本経済は成り立ち得な

いと気づいた政治家、官僚、化学者および経営者たちによって、石油依存からの脱却を期

して、ふたたび木材化学が見直されるようになった。「木材化学研究所」はいまや「京都大

学生存圏研究所森林代謝機能化学分野」として拡大発展している。

 「京都大学木材化学研究所」は、木質原料に含まれるリグニンの有効利用から始まった

のであるが、リグニンはその化学構造の中に反応活性の強いα炭素を含んでいるので、わ

ずかに加熱しただけで分子内架橋を起こし、三次元構造化して工業的資源として使用する

のが難しくなり、これまで製紙工場やレーヨン工場では産廃として廃棄するか、低質の燃

料として使用されるだけだった。

 現在の最新技術によるバイオ・エタノール生産においてもなお、リグニンは放棄され、

セルロースだけを発酵素材に利用するだけである。

 石油をベースにしたエネルギーはきわめて安価である。一時原油価格が 1 バレル 150 ド
ルまで高騰し、騒がれたが、それでも１リットルあたりで 100 円に過ぎない。これに比べ
て、バイオ・エタノールは 300～500 円/L と高価であり、現状では石油化学製品のエタノ
ールに太刀打ちできるはずもない。

 現状の、リグニンの潜在価値を放棄しながら、高価なバイオ・エタノールを生産する研

究に執着する日本の化学者や官僚たちを、わたしがサギ師呼ばわりし、税金の無駄遣いと

批判するのはそのためである。かれらは永久に補助金に頼りながら、決して経営者が投資

する魅力を持たないテーマにしがみついているだけである。その理由は、木質原料の中に、

水素結合で絡み合っているリグニンとセルロースを無傷のままに解きほぐすことが、きわ

めて困難であり、そのために 72％の濃硫酸を使用しなければならないからである。
 この困難を乗り越えて、セルロースだけでなく、リグニンもまた同様に貴重な資源とし

て高付加価値の製品として有効に活用することが、われわれ化学者に突きつけられた義務

であり、責任ではないか。

 火山国である日本には、鉄鋼原料である酸化鉄はほとんど産出しないが、その代わりに

硫化鉄（黄鉄鉱）は多量に存在し、それを原料として硫酸が作られ、日本の初期化学工業

の主要原料として、肥料、火薬、繊維産業を支えてきた。このように硫酸は化学工業の基

幹的な原料であり、安価に製造できることから、これまで硫酸は回収するよりも、中和し

て硫酸ナトリウム（芒硝）として販売した方が、経済的であるという判断が長い間続いて

きたから、硫酸回収技術開発に本気で取り組む化学者も経営者も皆無であった。

 ところが、木質を原料として、リグニンを高付加価値の熱可塑性ポリマーとして製造し、

同時にセルロースからはバイオ発酵によりエタノール、メタン、乳酸などのエネルギー源

を創生しようとすると、バイオ発酵菌の力を借りなければならず、硫酸を中和しても、そ

の中和塩（芒硝）が発酵反応を阻害するために（ナメクジに塩をかけるとすぐに死んでし

まうことは、幼いころの遊びで経験されたであろう）、どうしても硫酸は回収して発酵系外



3

に除去することが、このプロセスを確立し、成功させる上で鍵となってきたのである。

100年以上にわたり、硫酸回収技術開発を怠ってきた化学者の罪が、ここにきて顕在化し
てきた。ところが、高名な化学者や官僚たちは責任逃れがうまい。

 言い訳の典型は、開き直りであり、「硫酸回収などできるはずない」と、何の根拠もなく

断言する一派と、もう一つは、人任せ型で「アメリカが成功するまで待て」という、二つ

のタイプに分かれる。

 かれらの言い訳は、イソップ物語のキツネが、いくらジャンプしても手の届かないブド

ウに向かって、「あんな酸っぱいブドウなんか要らないよ」とウソぶく寓話に、わたしには

聞こえる。また、アメリカの成功を待て、とわたしに向かって諌める賢者に対しては、ト

ウモロコシからエネルギーを創ろうとしているアメリカには、硫酸回収など不要の長物で

あり、そんな研究をするはずがないと反論している。

 硫酸回収技術は確かに難しいが、わたしのような凡才にも、熱意と執着心と、そして、

このことが一番重要なことであるが、格差社会の一番底辺に捨て置かれている離島や山間

部の僻地に、産業を興し、都会と平等に利益を分配して、平準化社会を創り出そうという

基本的な人間平等論の信念さえあれば、乗り越えられないほどの困難なテーマではない。

 わたしが、研究活動の場として隠岐の島を選んだのは、信念からだけではない。

 これまでの石油を原料として発展してきたコンビナートは、海上輸送に便利な港湾に恵

まれた太平洋側や瀬戸内海に集中して構築されてきたが、石油資源の枯渇が近づいてくれ

ば、そこは廃墟になり、物流コストの低減を期すれば、これからは木質資源を間近かに得

られる山間部や離島に新しいコンビナートを築くべきである。わたしは、これを「緑のコ

ンビナート」と呼んでこれからの生産基地にするつもりである。

 しかし、わたしの考え方に同調する学者や官僚、そして経営者はほとんどいない。

 もともと、木質原料から、濃硫酸を用いてリグニンとセルロースを解緩させ、解きほぐ

して分離するという基本的な方法を発見したのは、三重大学の舩岡正光教授である。この

発見はすでに 1989年、今から 20年ほど前に遡るが、その間工業化されなかった。その理
由は、濃硫酸を使用するために、各プロセスの滞留時間を短くコントロールしないと、リ

グニンのベンゼン核がスルフォン化されてしまうこと、またセルロースも硫酸で加水分解

されモノマーのグルコースまで分解すると、新たにアルドール縮合反応で再重合し、三次

元構造化して不溶性の沈殿物を生じるなどの不都合が起きること、さらにもう一つは硫酸

回収技術が開発されなかったからである。わたしは、滞留時間を短縮するための各工程の

化学工学的な最適化と硫酸回収技術確立に全力を挙げて取り組み、失われた 20年間の穴埋
めをしているところである。

 これまで誰もしなかったこと、できなかったこと、あるいはしようとしなかったことに

挑戦することが Pioneer Workと言えるならば、わたしはまさに Pioneer Workに挑戦して
いることになる。
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 わたしたちは、今から 5３年前に京都大学に憧れて入学した。それは、ケンブリッジ大学
にも、オックフォード大学にも、東京大学にも、ハーヴァード大学にも、MIT にもそして
UCLA にもないものを京都大学が持っていたからである。あの当時の京都大学は、相次い
でマナスル、アンナプルナⅣ峰、チョゴリザ、カラコルム・ヒンズークシそして南極越冬

隊などに遠征隊を派遣し、まさに Pioneer Workに挑戦していた。このような地理学的な未
知の分野に分け入ろうとする探検精神は、同時に知的な刺激をも促すのであろうか、あの

ころの京都大学からは、次々とノーベル賞受賞者が輩出した。

 京都大学学士山岳会(Academic Alpine Club of Kyoto Univ. 略称 AACK)のメンバーであ
り、あの当時の世界未踏峰登頂者たちは、いまやすべて 60歳代以上になって年老いてしま
い、あとに続いてその伝統を踏襲しなければならない若き新入学生たちは、山岳部や探検

部に入部する希望者はほとんどいないと聞く。

 こういう状況になって、京都大学からのノーベル賞受賞者もピタリと止まってしまった。

やはり、地理学的な探検精神とノーベル賞クラスの知的な研究を目指す探求精神には、明

確な相関関係があると認めざるを得ない。

AACK の栄光も一夜にして築かれたのではない。厳冬期の知床半島初縦走や毛勝猫又か
らの剣岳初登頂という国内でも誰もできなかった地道な山行訓練を経て、アンナプルナⅣ

峰、マナスル、チョゴリザ、ノーシャック、サルトロ・カンリそしてヤルンカンなどの初

登頂に繋がったのである。

 今の若者たちとは決して言わないが、今の人々は華やかな栄光のみを求めて、そこに到

達するために必要な苦しい訓練などしたくもないということである。

 このこととまったく同じことで、世の中の新エネルギー研究はマスコミにアッピールす

るような成果を求めるだけで、そのために必要な硫酸回収技術確立などには見向きもしな

い風潮に危惧している。わたしは愚直に、大企業も、著名な学者も避けているこの地味な

硫酸回収研究に、貧弱ではあるが、かけがえのないわが心身を捧げるつもりである。これ

がわたしのささやかな Pioneer Workである。
Pioneer Workには野心が必要であるが、出世欲は排しなければならない。野心と出世欲
はよく混同されてきた。出世欲は必ず真理への道を遠ざけたり、閉ざしたりするものであ

る。人間は愚かだから、愚かな人間が出世欲を抱いたら、つまらぬ競争心を起こし、人を

中傷し、人を貶めようとし、人の足を引っ張ろうとする。

 人間は、他人と自分を比較すべきではない。きのうの自分と、ひと月前の自分と、一年

前の自分と比較すべきである。若かったころの自分と今の自分を比較して、本当に成長し

たのか、少しはましな人間になれているのか、という反省こそすべきである。

 エヴェレストが 1953年の春に、ヒラリーとテンジンによって登られたからといって、も
う Pioneer Workの対象がなくなったなどというのは、傲慢である。他人にとって既知の世
界であっても、自分にはまだ未知の世界が広く拡がっていると自覚すべきではないか。

 わたしの野心は、感動、興味、工夫、健康そして根性というカキクケコの願いだけであ
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る。この志があれば、世間が広く見え、天の高さを知り、心が澄んできて、困難にぶち当

たっても勇気が湧いてくる。そして初めて Pioneer Workに挑戦できる資格ができたような
気分になれるのである。

 この春の一日、AACKの先輩たちと京都に集まった。
1960年に AACKの酒井敏明と岩坪五郎によって、アフガニスタンの未踏峰ノーシャック

(7480m)が初登頂された。その二年前に、カラコルム山系のバルトロ氷河の最奥地に聳え立
つチョゴリザが AACKによって初登頂されている。これは記録映画にもなって全国の映画
館で上映されたから、AACK だけでなく、国家的な栄光として讃えられた。昨年のチョゴ
リザ登頂 50 周年記念行事は華やかに行われたが、来年 50 周年記念を迎えるノーシャック
については、四名の小さな登山隊だったこともあり、だれも祝賀会を企画するものもいな

い。

 そこで、わたしが発起人となり、その計画立案会を祇園のお茶屋「近江作」で開催した

のである。「近江作」はチョゴリザ遠征隊総隊長の桑原武夫の下で登攀隊長を勤めた加藤泰

安が開拓したお茶屋である。かれは京都で有数の大金持ちのボンボンだったから、ここか

ら三高、京大に通ったという剛の者である。それ以来、ここが AACKの溜り場になった。
 初登頂者の酒井と岩坪の他に斉藤惇生（サルトロ・カンリの初登頂者）と中島道郎（チ

ョゴリザ遠征隊員でカペリ・ピーク初登頂者）、それにわたしの五人が集まった。

 ノーシャック初登頂の二週間後に、ポーランド隊が AACKに続いて登頂し、酒井と岩坪
が頂上に埋めてきたコケシ人形二体のうちの一体を、登頂の証に持ち帰って、今はワルシ

ャワの山岳会記念博物館に展示してあり、そういう経緯で、今なお AACKとポーランド山
岳会との交流が続いている。わたしが、ポーランド山岳会員のタデウィッシュ氏と親交が

あって、来年の 50周年記念行事を、ポーランドと共同事業にするために、私が企画会の発
起人および事務局になったのである。

 企画会議は簡単に終わり、宴会になった。

 祇園花見小路は「都おどり」の最中
さ な か

で、華やいでいた。八重桜もまだ満開のままに残っ

ていた。その華やかさをそのまま持ち込んで、芸妓や舞妓も乗り込んできた。わたしは九

州の田舎育ちであり、長い間、宮崎県の田舎の工場勤務を続け、そして今はさらに田舎の

隠岐の島で仕事を続けているから、こんな華やかな雰囲気には馴染むはずもなく、場違い

な場面に迷い込んだ感覚だった。

 斉藤先輩が持ち込んできたフランスの赤ワイン、ナポレオンがロシア戦線にまで運ばせ

て愛飲したという銘酒 Gevrey Chambertinを一口飲んで、そのうまさに驚いた。わたしは
酒の味なんか分かっていなかったし、酒はただのアルコールであり、酔うために飲むのだ

と割り切っていたのだが、この世の中に、こんなにもおいしいワインがあったのかと思っ

た。こんなにもおいしいワインの味を知らないままに死ななくてよかったと、しみじみ思
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うようなワインだった。

Gevrey Chambertinはフランスのブルゴーニュ地方にある小さな村の名前である。この
村に産する“グラン・クリュ”というワインを、ナポレオンはこよなく愛したという。

 こんな高級なワインは、とてもわたしには手が届かない。それなのに、このワインに魅

せられて、虜になってしまつた。どうしよう、と戸惑うばかりである。でも、手が届かな

くてもいい、ブルゴーニューのこの小さな村を、ブドウが実るころになったら訪ねてみよ

うと、わたしは密かに想った。

Pioneer Workに挑戦する日々の中の、ささやかな安らぎのひとときである。

 添付写真は祇園花見小路のお茶屋「近江作」での記念写真である。

 前列左から 柚衣子さん 中島先生 孝まりさん 岩坪先輩

 中列左から 酒井先輩 斉藤先生 「近江作」女将さん

 後列左から 坂梨(大津日赤病院名誉院長) 藤本

 今西錦司、西堀栄三郎そして桑原武夫などが、この「近江作」で、きらびやかな芸妓さ

んたちを侍らせて写った写真を、わたしは、貧乏な学生時代に、遠い雲の上の世界の人々

を眺めるような憧れを抱いて見つめた。わたしたちのこの写真を、50 年後の後輩たちはど
んな気分で見るのであろうか。 （終）


